
東京2020大会における暑さ対策（概要）
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選手・競技役員 観客 大会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ含むｽﾀｯﾌ

施設設備 ・アスリートラウンジ
・選手用休憩所
・遮熱性舗装の実施
・アスリートロードゾーン

・日除けスペース、パラソル
・冷風機、扇風機
・体調不良の方用休憩所
・街路樹計画剪定
・ラストマイル対策
（都内会場：東京都）
（都外会場：組織委／自治体）

・Tokyo2020cooling

・ダイニングエリア
・日除けスペース、パラソル
・冷風機。扇風機
・休憩所

飲料供給 ・飲料提供 ・飲料販売
・ペットボトル・水筒持込可
（所定の条件下）

・仮設給水栓

・飲料提供
・飲料販売
・給水機
・リフィール用タンブラー

予防運営
（備品含む）

・競技スケジュール
・競技中断、中止基準
水分補給に関する
ルールのIF連携検討

・アイシング用氷
・競技役員クールベスト

・スポーツプレゼンテーション
・会場アナウンス
・啓発うちわ
・ミストクルー
・PSAレーン朝顔鉢植え

・適切な休憩の取り方周知
・体調管理シート活用検討
・警備員のサングラス着用

救護運営 ・選手用医務室
・救急車配備
・医療用アイスバス検討

・医務室
・救急車配備
・ファーストレスポンダ―巡回
・救護所等設置

・医務室
・救急車

情報提供
注意喚起

・IF/NF、NOC、NPCを
通じた気象情報発信

・気象情報センター
・観光庁SafetyTipsの周知

・大会Webサイト
・モバイルアプリ
・観戦ガイド・メール
・環境省、気象庁HPリンク
・観光庁SaftyTipsの周知

・共通研修等の事前研修で
の理解促進

・観光庁SaftyTipsの周知

令和３年７月２日（金）
第２回 熱中症対策推進会議 資料２
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✅暑さ対策とコロナ対策を踏まえた３密を避けるオペレーション

待機行列や日除けテントでの適切な誘導や案内を行い、

フィジカル・ディスタンスの確保、マスク着用などの

感染予防策を注意喚起する。

✅マスク着用時は体への一定の負荷がかかるため、暑さ対策の注意喚起を強化

熱中症予防のため、こまめな水分補給や早めの休憩など注意喚起をする。

また、水分補給の際にはペットボトルの共用を避ける、

手指消毒を徹底する等の対策をとるよう周知する。

✅暑さ対策とコロナ対策を踏まえた多面的な情報発信の強化

プレイブック等を踏まえ、Games Time Webやモバイルアプリ等を通じ

熱中症対策やコロナ対策を分かりやすく情報提供し、理解促進する。
（画像はイメージです）

暑さ対策とコロナ対策の両立の観点（概要）



●各会場5か所で
暑さ指数を測定し、
ベニューオペレーション
センターでモニタリング

テストイベント（2021年5月）での暑さ対策検証
■会場内の暑さ指数を測定しモニタリング

●本大会時に各会場PSAに設置する
暑さ指数（WBGT値）測定表示盤設置。

●P&Pに基づく情報伝達フローを確認。

暑さ指数はスタッフ内で共有。
暑さ指数が上昇した際には、
スタッフや会場アナウンスを通じ
こまめな水分補給・休憩を促す
注意喚起を強化するとともに、
巡回時に注意喚起や体調不良者の
早期発見に努める。

■暑さ指数の測定表示・周知し、注意喚起

ボード設置
イメージ

ボード面
最終デザイン

警戒アラート
設置プレートデザイン
(本体上部取り付け）
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●屋外仮設一部会場に設置予定の座面シート

●暑さ対策と
新型コロナウイルス対策を
促す表示を掲示 ●既存給水栓の補完として追加設置

テストイベント（2021年5月）での暑さ対策検証
■暑さ対策と新型コロナウィルス対策の注意喚起

■屋外スタンド席の座面温度抑制シート

■観客向けの仮設給水栓設置

■一部会場で観客向けに塩飴設置
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情報発信・啓発活動の事例
■公式WEBサイト 暑さ対策について ■関係リンク集

■英語表記
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情報発信・啓発活動の事例
■環境省 ■気象庁 ■総務省消防庁 ■観光庁 ポスター掲出

■暑さ対策グッズ ■TOKYO2020COOLING ■Web誘導告知


